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自伝的記憶としての感動体験と体験後の変化 

に関する探索的検討 

―日本・中国の大学生および社会人への半構造化面接を通して― 

Constructs and Influences of Moving Experiences as Autobiographical Memories:  
an Exploratory Study in Japan and China 
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ZHAO, Danning 

 

自伝的記憶とは，日常生活の中で経験した個人的に意味のある出来事に関する記憶である（神

谷，2002）。本研究は個人の記憶に残る非常に深い感動体験，つまり自伝的記憶としての感動体験に着

目し，体験の内容および体験後に人に生じる変化について，日本と中国で探索的検討を行った。日本人と

中国人（大学生と社会人）各 20 名に半構造化面接を行い分析した結果，日中ともに下記の結果が得ら

れた。（１）感動的な出来事は人間関係，達成とライフイベントであり，（２）感動する時に喜び，

解放感などのポジティブな感情が多く生じる中，寂しさ，不安，悲しみなどのネガティブな感情も

混在し，（３）体験後から現在までの間，「自己肯定・向上と希望の形成」，「身近の人への接近・援

助態度の形成」，「利他的・博愛的意識の高まり」，「自己・他者・世界に対する理解の深まり」，「人

生の統制不能感」といった変化が生じていた。そのような変化と自伝的記憶の機能との関係も考察

された。自伝的記憶としての感動体験は，人生に持続的な影響を及ぼし，幸福感を高めるなど，人

がより良く生きることにつながる可能性が示唆された。 
キーワード：感動（being moved），自伝的記憶（autobiographical memories），日本人と中国人

（Japanese and Chinese） 

 

問 題 

 

我々の多くは感動をした経験がある。孤独と疲労で生きる気力も感じない時に真剣な支援或いは

温かい言葉を受けたこと，長らく不遇な境地にいた後に日の目を見たこと，子供の誕生或いは親し

い人の葬式で万感の思いを抱いたこと…様々の出来事によって，人は感動をし，熱いものが胸にこ

み上げ，心が清泉に洗われるような経験をする。また，それらの感動体験は発生当時に我々に変化

をもたらすだけでなく，記憶の中にとどまって，ある時ふいに頭の中に浮かび，今の我々に何か語

りかけようとする。この研究は，人の記憶に残る深い感動体験1とは何か，および体験後の変化は

 
* ちょう・たんねい，埼玉大学国際室留学生相談室非常勤相談員，感情心理学，文化心理学 
1 「感動体験」とは，感動という感情を感じた体験であるとする。 
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何かについて，日本人と中国人を対象に，半構造化面接を通して探索的に検討する。 

 

感動体験とは 

 辞書において，感動は「深く物に感じて心を動かすこと」（広辞苑，2008）と定義される。感動

体験の研究においては，英語の「Being moved」とサンスクリット語の「Kama Muta」が主に使われ

ている。感動は一種の愛着関連感情（attachment-related emotion）であり，集団への帰属や他者との

つながり，つまり人間の基本的な動機づけと関係があり（Koelsch, Jacobs, Menninghaus, Liebal, Delius, 

Scheve, & Gebauer，2015），芸術との関係性も深い（Konečni，2005）にもかかわらず，研究の蓄積は

まだ薄い。 

これまでの研究では，感動体験の定義について，（１）喚起事象，（２）喚起要因，（３）感情と

身体反応といった面から検討されてきた。 

感動を喚起する事象 先行研究において，親子の愛情や友人との友情など重要な人間関係の出来

事や，誕生，死，結婚，離別など重大なライフイベントの出来事，成功や失敗など達成の出来事や，

および自然現象，芸術作品など（Cova & Deonna, 2014；Kuehnast, Wagner, Wassiliwizky Jacobsen, & 

Menninghaus ，2014；Landmann, Cova, & Hess，2019；Menninghaus, Wagner, Hanich, Wassilliwizsky, 

Kuehnast, & Jacobsen，2015）が報告されている。 

感動を喚起する要因 感動的な事象は，自分が深く関わる或いは共感し（戸梶, 2001，2010；

Tokaji，2003），社会規範，道徳観念と自己理想に合致し（Menninghaus et al.，2015），個人の力では

及ばない（加藤・村田，2013；Menninghaus et al.，2015；Schindler, 2016；Tan, 2009）物事であるとさ

れる。また個人の要因として，想像的感情移入と他者理解の傾向のパーソナリティをもつ人が感動

しやすい（橋本・小倉，2002）ことも報告されている。 

感動する時の感情・身体反応  感動は基本的にポジティブな感情価である（Seibt et al., 2018；
Zickfeld, Schubert, Seibt, & Fiske，2019）が，その中には様々なポジティブ感情（喜びなど）とネ

ガティブ感情（悲しみなど）が混在し（Kuehnast et al., 2014；Menninghaus et al.，2015），強烈な感情

で緊張から緩和への過程を経る（戸梶, 2001，2010；Tokaji, 2003）。また感動は，上記の様々な感情

に伴い，涙（Schere, Zentner, & Schacht, 2001-2002），鳥肌（Benedek & Kaernbach, 2011），胸が熱くなり

心臓がどきどきし喉が詰まる（Cova & Deonna, 2014）などの身体反応も伴うとされている。 

以上の研究を総括すると，感動体験は次の三側面の要素を併せ持つ感情体験であると考えられる。

（１）友情や親子の愛など重要な人間関係，生や死などの重大なライフイベント，達成といった人

生の出来事や自然・芸術に対して，（２） 自己の深い関与或いは共感，自分の力の限界に対する意

識，および社会・集団の規範・価値観との合致感がある時に感じる，（３）ポジティブ感情がメイ

ンであるが，ネガティブ感情も混在する混合感情であり，身体反応も伴う。従って本研究において

も，以上の三側面の要素を感動体験の定義とする。 

本研究は，人間関係，ライフイベント，達成などの「人生の出来事」に関する感動体験を研究対

象とする。Menninghaus, et al. （2015） に基づけば，人生の出来事以外にも，自然現象や芸術作品に

起因する感動体験もある。自然現象や芸術作品に対する感動は，個人の感性や事前知識などに大き
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起因する感動体験もある。自然現象や芸術作品に対する感動は，個人の感性や事前知識などに大き

く影響される可能性がある。また，文学などの芸術作品に起因する感動は，作品の素材と手法両方

に関わるため，分析は複層的になると考えられる。そのため，人生の出来事と自然・芸術は分けて

研究するほうが適切であると考え，今回は自然と芸術を除外することとした。 

 

自伝的記憶としての感動体験 

以上の先行研究は，感情誘発による実験，および回想による調査という二つの手法で感動体験を

検討してきた。実験は，参加者にビデオを見せることなどにより，感動を誘発した直後に回答して

もらうので，捉えたのは感動体験そのものである。調査は，参加者に「人生の感動体験」を回想さ

せるため，捉えたのは記憶された感動体験である。記憶された体験は多くは正確に想起される

（e.g., Ross & Buehler, 1994）ことが報告されている。そのため，実験で得た感動体験自体および調査

で得た記憶された感動体験について，ほぼ一致した結果を得ており，両者はほとんど区別されてい

ない。しかし記憶の中で体験が変容し得るため，今後研究の成果が蓄積されていくにつれ，両者を

分けて検証するのも必要になってくると考えられる。 

記憶には，自伝的記憶がある。自伝的記憶（autobiographical memory）とは，日常生活の中で経験

した個人的に意味のある出来事に関する記憶であり（神谷，2002），自己と深く関わることが特徴

である（Brewer, 1986）。過去の感動体験は日常生活の中で経験されるものであり，自己が深く関わ

るという性質から考えると，自伝的記憶であると推察される。感動体験の先行研究においても，

佐々木・皆川（2013）と速水・陳（1993）は，回想による調査で検討する感動体験を自伝的記憶と

して捉えている。本研究もそのような立場を取り，半構造化面接で参加者が回想した感動体験を自

伝的記憶として捉える。 

 

自伝的記憶としての感動体験がもたらす変化 

  近年の研究から，感動体験は人に様々な変化をもたらすことが示されてきた。 

実験研究より，人が感動した直後に起きる変化が示されてきた。アメリカ人成人の実験では，感

動体験を想起した実験群は，喜び体験を想起した統制群より，多く UNICEF に寄付しようとする

（Cova & Deonna, 2014）ことが報告された。19カ国の成人の実験では，無私な援助などのビデオ

を鑑賞しまたは感動体験を筆記することによって感動した実験群は，悲しみ，畏敬，愉快などの感

情を体験した統制群より，他者への援助意識と他者とのつながり意識が高かった（Zickfeld et al., 
2018）。ドイツ人大学生の実験では，親子の愛情やスポーツの達成，就職成功などのビデオを見て

感動した実験群は，コメディを見た統制群より，社会にいる一般の人を助けたい，家族や友人と一

緒にいたいなどの他者への援助意識，他者とのつながり意識が高い上に，人生で何かを達成したい

という自己向上の動機づけも高かった（Landmann et al., 2019）。この Landmannらの研究から，

援助やつながりの対象は身近の人と社会一般の人に分かれることも見られた。以上をまとめると，

人は感動した直後に，身近の人や社会の人への接近・援助などの利他的行動と意識が高まり，およ

び何かを達成したいといった自己向上意識も高まることが示されてきた。 
一方，感動体験は感動した直後に，人に一時的な変化をもたらすだけでなく，その記憶によって
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持続的な変化をもたらしていく可能性があるのか。感動は自伝的記憶であるなら，自伝的記憶の機

能を有すると考えられる。自伝的記憶には三つの機能があり，様々な動機づけや態度形成をすると

いう方向づけ（directive）機能，自分の一貫性を確認するという自己（self）機能，他人に自分の思

い出を語ることによって対人関係を形成し維持するという社会（social）機能が指摘されている

（Bluck, 2003； Bluck, Alea, Habermas, & Rubin, 2005；Pillemer，2003）。その中で特に方向づけ機能

は，現在の問題解決や将来の計画策定に役立ち，やる気などを動機づけたり，様々な人生態度を形

成させたりする（Pillemer，2003；佐藤，2008）。そのため，自伝的記憶である感動体験も，感動し

た直後に変化が生じるだけでなく，変化が持続し，さらに現在の人生に影響を及ぼす可能性が考え

られる。戸梶（2004）も，感動体験に関わる記憶が貯蔵されているうちに精緻化し，様々な効果

（変化）を持続させ，その後に個人の問題意識に関連する目標行動を始発させる可能性を指摘して

いる。 

 自伝的記憶としての感動体験がもたらす変化，つまり過去の感動体験がもたらす変化について，

回想による調査研究が行われてきた。上記の実験研究で得られた利他的行動・意識と自己向上意識

は，調査研究でも確認された。戸梶（2004）は，自分の何かを変えた感動体験について，大学生に

質問紙調査を行った。過去の感動体験は，人間愛・関係改善といった他者志向・受容，やる気・肯

定的思考・自己効力感といった自己向上の動機づけなどを促進していたことが示された。他の日本

人大学生の調査では，感動を頻繁に経験する人は，対人関係満足度と自他共存意識や，達成動機が

高く（楠本・長ヶ原，2004），感動体験の累積は人生の目的，人格的成長，積極的な人間関係など

の心理的な wellbeing（幸福感）を促進し（澤口，2012），過去の感動体験は困難場面の対処行動，

忍耐強さ，対人関係の形成といった特性的自己効力感を高める（畑下・瀬戸，2012）ことが報告さ

れた。日本人小学生の調査では，過去の感動体験は自己効力感や自己肯定意識を高めることが報告

された（佐伯・新名・服部・三浦，2006）。これらの研究を見ると，自己に関する意識の変化にお

いて，自己向上意識以外に，自分肯定意識の高まりも示されていた。また戸梶（2004）は，上記変

化以外に，異なる価値観との出会いによる認知的枠組みの更新をも示した。この結果は他の研究に

も支持された。Cova and Deonna（2014）は感動体験が人に中心的価値観2を再確認させる面もあるが，

人の価値観体系を再編する可能性もあることを指摘している。以上をまとめると，自伝的記憶とし

ての感動体験は，人に自己肯定と自己向上の意識・行動の促進，利他的意識・行動の促進，および

認知的枠組みの更新や価値観の再確認・再編といった持続的な変化をもたらすことが示されてきた。 

以上のように，自伝的記憶としての感動体験は人の認知的枠組み・価値観体系を更新させて，自

己や他者，世界に対する理解を深め，目標に向けての行動の動機づけを持続的に促進する可能性が

推察される。またそのようにして，自己や他者，世界に対する肯定的な捉え方が形成されたり，利

他的でポジティブな行動傾向が促進されたりすることで，自分の生活に対する充実感や幸福感にも，

一定の影響を及ぼすと考えられる。そのため，自伝的記憶としての感動体験がもたらす変化を明ら

かにすることにより，様々な感動体験を利用した学校の教育法や心理療法などを開発し，人々がよ

 
2 「中心的価値観」（core values）とは，ある道徳的な集団が持っている最重要で神聖なる価値観であり，その価値観は他の

より世俗的な価値観と比較，交換，あるいは混合されることはない。（Cova & Deonna，2014） 
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2 「中心的価値観」（core values）とは，ある道徳的な集団が持っている最重要で神聖なる価値観であり，その価値観は他の

より世俗的な価値観と比較，交換，あるいは混合されることはない。（Cova & Deonna，2014） 

り良く生きるために貢献する提言ができると考えられる。 
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いるとされる（Henrich, Heine, & Norenzayan, 2010）。前述した Zickfeld et al. （2018）の 19カ国

研究でも，東アジアでは日本と中国の二カ国を対象として取り上げている。その研究では，

Gandong（感动）という中国語が使われている。Gandong（感动）は「外界の物事に突き動かされ，

同情や思慕など多数の感情を引き起こす感情である」（新華辞典）と定義される。Gandong（感动）

の文字，意味と用法は日本語と非常に近似しているため，中国の感動体験や体験後の変化は日本と

共通性が高い可能性が考えられる。 
日中の共通性を明らかにすることにより，感動体験が東アジア文化における普遍性を把握するこ

とができ，教育法や心理療法などの応用にも基礎的な知見を提供できると考えられる。しかし，中

国の感動体験および体験後の変化について，前述した Zickfeld et al.（2018）と Seibt et al. （2018），
および Wang (2010)が哲学の視点から道徳感動の定義を論じた研究があるのみで，それら以外には

ほとんど見当たらない。 
 

本研究の目的 

したがって本研究では日本人と中国人を対象に半構造化面接を行い，人生の出来事に対する最も

深い感動体験を回想してもらい，出来事の内容，感動時の感情と身体反応，および体験後の変化を

探索的に検討する。 

なお，今回は日中で初めて行った探索的研究であり，自伝的記憶としての感動体験の全体像を見

るために，幅広い年齢層の感動体験を収集することにした。そのため，社会人と大学生の両方を研

究対象とした。 

   

方 法 

 

 機縁法により，日本においては，東京都内およびその近郊に住む 20 名より，インタビューの協

力を得た。内訳として，男性は 9 名，女性は 11 名であり，その中で大学生は 6 名，社会人は 14 名
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であった。日本人の平均年齢は 38.9歳であり，標準偏差は 14.2であった。中国においては，東部の

江蘇省および上海に住む 20 名より，インタビューの協力を得た。内訳として，男性は 7 名，女は

13名であり，その中で大学生は9名，社会人は11名であった。中国人の平均年齢は32.0歳であり，

標準偏差は 12.9であった。 

 

調査期間 

 調査は 2016年 4月から 6月にかけて実施した。 

 

調査方法 

 1 対 1の形式で，半構造化面接による聞き取り調査を行った。一人あたりの面接時間は約 30 分間

から 45 分間であった。面接は，対象者が希望する場所あるいは電話で行った。著者は事前に研究

概要・目的・所要時間の目安を伝え，面接時に回答者への説明と回答者の承諾を得て，面接内容を

ICレコーダーに録音した。 

 

調査内容 

半構造化面接の冒頭で改めて研究概要と目的を説明した上で，協力者の個人属性について確認し

た。その後，「人生の出来事（あなた自身や周りの人々に起こった出来事に限定し，自然や芸術を

含まない）に対する非常に深い感動体験」について，面接を行った。項目は以下の通りであった。 

（１）感動体験の概要（最近の深い感動体験と人生の最も深い感動体験各 1個）。 

（２）感動体験が起きる際の感情と身体反応。 

（３）感動体験が起きてから現在までの間，自分の考え方と振る舞い方において生じた変化。 

 

結果と考察 

 

 ICレコーダーによる面接記録を元に，各出来事の概要をまとめた上で分類をした。また，全ての

ケースについて，感情，身体反応および体験後の変化に関するキーフレーズを抽出して分類し，各

分類を概念化した。はじめは日中別々に分類を試みたが，ほぼ同様なカテゴリーになるため，日中

のデータを合わせた上で分類をした。分類する際に，心理学専門の大学院生 3 名が合議により抽出

して分類した後に，心理学専門の大学教員 1 名が確認し，相違がある場合は再度合議を行い，最終

的な分類結果を確定した。 

 

自伝的記憶としての感動体験 

出来事の内容  「感動的な出来事の内容」に関する発言（74個）を抽出し，以下の 4カテゴリー

に分類した。「人間関係」（67.4%），「達成」（21.7%），「ライフイベント」（10.9%）と「その他」

（1.4%）であった。結果の一覧を Table 1に示す。 
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Table1 
「感動的な出来事の内容」の分類結果 

 

記憶された感動的な出来事は，「人間関係」といった他者とのつながりを深く感じ取るものが大

半を占め，続いて「達成」といった自分が成功した或いは肯定された経験に関するものが多く挙げ

られていた。その他，「ライフイベント」といった人生の尊さやはかなさを実感するものも見られ

た。 

感動的な出来事の中で，「人間関係」が最も多く，「ライフイベント」も見られたという結果は，

先行研究（e.g., Kuehnast et al.，2014； Menninghaus et al.，2015）の知見と一致し，「達成」が見られた

のも先行研究（e.g., 戸梶，2004；畑下・瀬戸，2012）の知見と一致した。また，「達成」の中で，ほ

とんどが自分の達成であるのは，今回測定したのは自伝的記憶としての感動体験であるため，自分

の達成の出来事が他者の達成よりも，深く記憶に残る可能性が推察される。 

このように，自伝的記憶としての感動体験とは，主に自分を囲む環境や対人関係との結びつきを

深く感じ取ったり，またその中で自分を肯定されたりするという経験の中で生じる感情体験である

上位分類 下位分類 例 度数 （%)

人間関係 犠牲を払っての援助 大学受験時、ケガをしていた父が見送ってくれた話 12 (16.2)

窮地での支援 上司が自分の進学に力を貸した話 9 (12.2)

見返りを求めない親切さ 道に迷った時に、地元の人に助けれられた話 7 (9.5)

見守られていたことの実感 小さい子供に手紙をもらった話 9 (12.2)

送別時のやさしさ 送別会で同僚たちに励まされた話 7 (9.5)

家族の絆の共有 両親に自分の感謝と敬意を表した話 4 (5.4)

再会時のなつかしさ 職場の元同僚との偶然な再会の話 2 (2.7)

　　　全体 50 (67.6)

　　　日本 19 (25.7)

　　　中国 31 (41.9)

出産 姉の出産の話 4 (5.4)

子どもの成長 甥の誕生日に甥の作文を読んだ時の話 3 (4.1)

ケガからの回復 絶望的なケガから奇跡的に回復した話 1 (1.4)

　　　全体 8 (10.8)

　　　日本 6 (8.1)

　　　中国 2 (2.7)

悲願の達成 自分が大学に合格した話 8 (10.8)

自分への承認 友人が実は自分のことを認めていた話 7 (9.5)

　　　全体 15 (20.3)

　　　日本 13 (17.6)

　　　中国 2 (2.7)

その他 尊敬できる人 ユヌスさんの話を聞いて尊敬した話 1 (1.4)

　　　全体 1 (1.4)

　　　日本 1 (1.4)

　　　中国 0 (0.0)

総数 74 (100.0)

達成

ライフイベント
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ことが示された。 

感情と身体反応 「感動体験中の感情」に関する発言（105 個）を抽出し，11 カテゴリーに分類

した。結果の一覧を Table 2に示す。 

 

 

 

Table2 
「感動体験中の感情」の分類結果 

 

 「感動体験中の身体反応」に関する発言（79 個）を抽出し，8 カテゴリーに分類した。結果の

一覧を Table 3に示す。 

 

 

 

Table3 
「感動体験中の身体反応」の分類結果 

 

喜び 会えてうれしい 31 (29.5) 19 (30.2) 12 (28.6)

解放感 力を出し切って，解放感があった 18 (17.1) 13 (20.6) 5 (11.9)

驚き びっくりして意外だった 16 (15.2) 9 (14.3) 7 (16.7)

緊張・興奮 大声で叫びたかった 11 (10.5) 5 (7.9) 6 (14.3)

幸せな気分 幸せに浸っていた 9 (8.6) 7 (11.1) 2 (4.8)

寂しさ 広報活動ももうすぐ終わってしまう，ちょっと寂しい 6 (5.7) 4 (6.3) 2 (4.8)

不安 ちゃんと元気な子が生まれるかなと不安もあった 5 (4.8) 3 (4.8) 2 (4.8)

悲しみ 悲しくて 4 (3.8) 1 (1.6) 3 (7.1)

恥ずかしさ 先生は私の為に反則したので，少し気まずくもあった 3 (2.9) 1 (1.6) 2 (4.8)

罪悪感 申し訳ないと思った 1 (1.0) 0 (0.0) 1 (2.4)

懐かしさ 懐かしくて 1 (1.0) 1 (1.6) 0 (0.0)

総数 105 (100.0) 63 (100.0) 42 (100.0)

全体 日本 中国

度数（%）
分類 発言例

涙 大粒の涙が静かに流れ出てきた。 29 (36.7) 14 (31.1) 15 (44.1)

温かい感じ 淡くて温かい 25 (23.8) 18 (40.0) 7 (20.6)

熱い感じ 心が急に熱くなって 11 (10.5) 6 (13.3) 5 (14.7)

心が動かされた感じ 心の中で何かが突き動かされた思いをした 7 (6.7) 4 (8.9) 3 (8.8)

心痛 心がかすかの痛みを感じた 2 (1.9) 0 (0.0) 2 (5.9)

心臓の鼓動 心臓の鼓動が激しくなって思わず飛び上がりたくなった 2 (2.5) 2 (4.4) 0 (0.0)

笑顔 思わず顔がにやけてしまった 2 (2.5) 1 (2.2) 1 (2.9)

全身の震え 少し震えていた 1 (1.3) 0 (0.0) 1 (2.9)

総数 79 (100.0) 45 (100.0) 34 (100.0)

分類 発言例
度数（%）

全体 日本 中国
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Table4 

「感動体験後の変化」の分類結果 

 

自信が増えて自分を肯定したり，または現状を改善したりといった「自己肯定・向上と希望の形

成」が最も多く，次いでは他者への援助・接近意識として，「身近な人への接近・援助態度の形成」

と「利他的・博愛的意識の高まり」が多かった。それらの結果は先行研究（ 戸梶，2014）と一致し

上位分類 下位分類 発言例 度数 （%)

自信が増え，動じなくなる 自信を持つようになった。 28 (14.9)

現状を改善する努力 自分の生活を見直した。 13 (6.9)

楽観的になる 明るく開けた。 12 (6.4)

新しいチャレンジをする 新しいバイトを始めた。 9 (4.8)

人からの評価を気にしなくなる 人にどう思われても良いと思った。 4 (2.1)

将来の計画を立てる 将来について考えるようになった。 4 (2.1)

　　　全体 70 (37.2)

　　　日本 37 (19.7)

　　　中国 33 (17.6)

身近の人に接近する 頻繁に実家に帰るようになった。 11 (5.9)

出来事に関わった人の理解と愛情を深く感じる 娘は理解してくれている。 10 (5.3)

身近の人を援助する 家族の若い人達を励ますようになった。 9 (4.8)

身近の人を喜ばせる
サプライズパーティを友人達にもやってあげようと，企

画したりした。
4 (2.1)

感動をもたらした人に配慮する
母がまた「一緒に」と言う時，私は以前ほどきっぱり断

らなくなった。
3 (1.6)

　　　全体 37 (19.7)

　　　日本 17 (9.0)

　　　中国 20 (10.6)

社会にいる人を援助したい 助けがほしそうな人がいると，すぐに応えた。 9 (4.8)

周りの人を大事にしたい 職場の人を大事にしようと思った。 9 (4.8)

他人の気持ちを理解し寄り添う
もっと注意深く（仕事先の）子供達を見るようになっ

た。
7 (3.7)

社会にいる人に信頼感を持つ 助けを求めれば必ず誰かが助けてくれる。 6 (3.2)

周りの人との心の距離が近くなる 自分の好意をすっと出せるようになった。 4 (2.1)

　　　全体 35 (18.6)

　　　日本 12 (6.4)

　　　中国 23 (12.2)

他人に対し新たな見方を持つ
妹に対する見方が少し変わった。妹の中に強さはあると

思った。
14 (7.4)

社会に良い面があると思う 世の中に良い人がいる。 8 (4.3)

努力は報われ，人生はチャレンジすべきだと思う 努力だけすればよい。 6 (3.2)

自分の欲求を把握する あの時は私が最もメンツを重要視する歳頃だった。 2 (1.1)

　　　全体 30 (16.0)

　　　日本 14 (7.4)

　　　中国 16 (8.5)

世の中に難しい，悪い，悲しいことがあると気づく 一つのグループをまとめて活動することは難しい。 9 (4.8)

自分のできなかったことに気づき，残念に思う それを思う度に，心が痛む。 5 (2.7)

人間は簡単に変わらないことに気づく でも変わらないところがあって。 2 (1.1)

　　　全体 16 (8.5)

　　　日本 4 (2.1)

　　　中国 12 (6.4)

総数 188 (100)

自分・他者・世界

に対する理解の深

まり

人生の統制不能感

の深まり

自己肯定・向上と

希望の形成

身近の人への接

近・援助態度の形

成

利他的・博愛的意

識の高まり
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た。他には，「自己・他者・世界に対する理解の深まり」は，自分や他者・世界に対する新たな理

解やこれまでの価値観の再確認といった内容を含んでおり，戸梶（2004）が指摘した異なる価値観

との出会いによる認知的枠組みの更新，および Cova and Deonna （2014）が指摘した価値観体系の再

編と中心的価値観の再確認と一定の対応をしていると考えられる。 

一方，体験後はポジティブな変化ばかりではなく，自分の限界を感じ，世の中に思い通りに行か

ないこと，人生をコントロールできないことを痛感したというネガティブな「人生の統制不能感」

も生じた。この結果は，今回の研究で初めて確認できた。そもそも感動は人間の力が及ばないとい

う認知評価により喚起されるという知見（加藤・村田，2013；Menninghaus et al., 2015；Schindler, 

2016；Tan, 2009）を踏まえると，感動体験が記憶の中で貯蔵されているうちに，そのような限界感

が人生の統制不能感として深まっていったことも不自然ではないと考えられる。 

以上の体験後の変化は，前述した自伝的記憶の方向づけ機能とも整合している。自伝的記憶の方

向づけ機能は，進路選択や自分の態度が生まれるきっかけとなる出発点（original events）と転換点

（turning points）としての機能，自分の態度に強い影響を与えた基準点（anchoring events）としての

機能，その出来事を経験した時と似た状況で類推的に想起され，行動や判断を促す類推（analogous 

events）の機能があり，それらの機能は人の成長を形作っていく（Pillemer, 2003）。Table4の発言例か

らも見られるように，体験後の変化についての発言は，出発点，転換点，基準点，類推それぞれの

機能にあたるものが見られた。また，方向づけ機能には，想起された記憶から教訓や洞察を引き出

すという「意味付け」（meaning making）機能もあり，それらの教訓や洞察は深い自己理解につなが

るとされる（McLean, 2003；Thorne, McLean, Lawrence, 2004）。「自己肯定・向上と希望の形成」およ

び「自分・他者・世界に対する理解の深まり」における自己理解は，その意味付け機能に由来する

とも考えられる。このように，自伝的記憶としての感動体験は，人生に影響を及ぼす重大な方向付

けの機能を有するといえよう。 

体験後の変化は，人がより良く生きることに貢献する可能性があるのか。まず，感動体験は多く

のポジティブな変化が生じさせるため，人がより良く生きることに貢献することが推察される。例

えば，「自己肯定・向上と希望の形成」について，自分を肯定することは自己効力感（Bandura，

1997）を高め，自分を向上させる行動と希望を持つことは，個人の資源を形成させ，可能性を広げ

ることにつながることが考えられる。「身近の人への接近・援助態度の形成」と「利他的・博愛的

意識の高まり」について，利他的な行動は脳の報酬系の活動を高め（Moll, Krueger, Zahn, Pardini, 
de Oliveira-Souza, & Grafman, 2006），主観的幸福感を向上させるとされる（e.g., Borgonovi, 2008; 
Post, 2005; Thoits & Hewitt, 2001）。また，「自己・他者・世界に対する理解の深まり」について，

それらの理解は心理臨床の重要概念である自己受容（伊藤，1991；上田，1996）と他者受容（沢崎，

1985）における重要な要素である。一方，わずかではあるが，「人生の統制不能感」というネガテ

ィブな変化も生じている。これは人に両面的な影響を及ぼしていく可能性がある。例えば Rotter

（1966）の Locus of control（統制の所在）という概念によれば，個人の人生態度には自分の行動が

ある成果をもたらすと信じる内的統制と，外的な力が結果を左右すると信じる外的統制がある。外

的統制の強い人は自分に対する統制感が低く，そして過去，現在と未来に対してネガティブな評価
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をする（杉山，1994）。人生の統制不能感は外的統制が強い人生態度なので，人に自信を失わせ，

ネガティブな人生展望をさせる可能性が考えられる。一方，人生の統制不能感は諦めにつながるこ

とも考えられ，諦めることは精神的健康を促進する面もある（e.g.,  菅沼，2014）。そのため，「人生

の統制不能感」は人にポジティブな影響を及ぼす可能性も考えられる。前述した感動体験の累積は

幸福感を促進する（澤口，2012）などの知見と合わせてみると，自伝的記憶としての感動体験は，

人がより良く生きることに貢献する可能性が高いと推察され，体験後の各変化（効果）に応じた教

育現場或いは臨床の応用を検討することは有意義であろう。 

 

各変数における日中の共通性 

  分析の当初に，各変数について日本と中国のデータを別々に分類した結果，分類されたカテゴリ

ーがほぼ同じであることが分かった。つまり，自伝的記憶としての感動体験や体験後の変化におい

は，日中は共通した構成要素を持つことが示された。各変数における日中それぞれの値は，Table1

から Table4 まで示されている。それらの値を見ると，日中間は文化差も存在するが，共通した部分

のほうがはるかに多いことが明らかである。 

 

まとめ 

  

自伝的記憶としての感動体験は，出来事の内容，感情・身体反応，および体験後の変化について，

日本と中国は共通する構成要素をもつことが明らかになった。自伝的記憶としての感動体験により，

人はこれまでにはない広い視点から自分や世界を理解したり，自己の生き方を受容したり，他者と

の関係を深めようとしていったり，あるいは人生のネガティブな側面に気づいたりするなど，感動

体験から得た意識や理解などを深め，広げていくことが推察される。また感動体験はそのようにし

て，人の幸福感を高めることなど，より良く生きることにもつながる可能性を持つことも推察され

る。 

今後の課題として，以下の二点を挙げる。 

第一に，今回は感動体験の全体像を見るために，幅広い年齢層を研究対象にした。一方，年齢に

より発達段階と課題が異なるため，感動する出来事や体験後の変化も異なる可能性があるので，今

後は各年齢層に対し，詳細な検討を行っていくことが望ましい。 

第二に，今回の研究結果をもとに，今後は日本と中国でより大規模な調査を行い，量的に検証す

ることが望ましい。 

 

利益相反に関して 

本論文に関して，開示すべき利益相反関連事項はない。 

 

付記 

本研究は，2016 年度筑波大学人間総合科学研究科に提出した修士論文の一部を加筆・修正したも
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